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三
月
十
七
日
か
ら
二
十
三
日
は
春
の
お
彼
岸

で
す
。
最
近
、
人
の
心
が
す
さ
み
信
じ
が
た
い

事
件
が
’
タ
発
し
て
い
ま
す
。
お
釈
迦
様
は
「
普

週
の
生
き
方
」
の
基
本
と
し
て
、
「
中
道
」
の

教
え
を
説
い
て
い
ま
す
。
お
釈
迦
様
は
伝
記
に

よ
る
と
、
二
十
九
歳
で
出
家
、
三
十
五
歳
で
悟

り
を
開
か
れ
る
ま
で
、
死
の
直
前
ま
で
の
断
食

畢
、
あ
ら
４
’
る
苦
行
を
行
い
ま
し
た
。
苦
行
は
、

当
時
の
イ
ン
ド
の
修
行
僧
の
間
で
は
伝
統
的
な

実
践
法
で
、
肉
体
を
徹
底
的
に
酷
使
す
る
事
で
、

正
し
い
道
に
目
覚
め
る
と
言
う
の
で
す
。
又
、

出
家
さ
れ
る
ま
で
は
釈
迦
族
の
王
子
と
し
て
の

生
活
は
、
今
日
的
に
言
え
ば
享
楽
的
だ
っ
た
よ

つ
で
す
。
お
釈
迦
様
は
、
苦
行
と
享
楽
の
両
極

端
を
体
験
さ
れ
、
そ
の
中
か
ら
は
決
し
て
、
「
真

の
安
ら
ぎ
」
は
得
ら
れ
な
い
と
悟
ら
れ
た
の
で

す
。
そ
の
結
果
、
「
右
に
も
左
に
も
偏
ら
な
い

Ｑ
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
生
き
方
」
、
つ
ま
り
、

仏
教
の
基
本
姿
勢
で
も
あ
る
、
「
中
道
の
教
え
」

を
説
か
れ
た
の
で
す
。
ご
存
知
の
通
り
、
春
分

の
日
と
秋
分
の
日
は
昼
と
夜
の
長
さ
が
同
じ
で

す
。
こ
う
し
た
自
然
現
象
が
、
お
釈
迦
様
の
教

え
と
重
な
っ
て
、
お
彼
岸
の
お
中
日
を
「
中
道

の
日
」
と
も
呼
び
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
が
過
剰
に
な
り

す
い
今
日
だ
か
ら
こ

、
我
々
は
、
意
識
的
に

抜
き
の
時
間
を
持
ち
、

手
に
自
分
を
コ
ン
ト
ロ

ル
で
き
る
方
法
を
見
つ

た
い
も
の
で
す
。
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三
宅
島
の
子
供
達
が
あ
き
る
野
市
に
あ
る

秋
川
高
校
で
家
族
と
離
れ
て
生
活
を
始
め

て
、
長
い
月
日
が
経
っ
て
い
ま
す
。
何
時
、

帰
れ
る
か
分
か
ら
な
い
状
況
で
不
安
な
毎
日

を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
こ
の
度
、
住
職
家
内

が
創
立
会
長
を
務
め
、
昨
年
創
立
五
周
年
を

迎
え
、
そ
の
記
念
事
業
と
し
て
あ
き
る
野
市

と
日
の
出
町
の
両
自
治
体
に
福
祉
活
動
の
た

め
に
車
両
を
贈
呈
し
た
り
、
又
、
国
際
的
な

視
野
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い

る
、
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
の
主
催
に
よ
り
、

三
宅
島
の
子
併
達
を
支
援
す
る
一
環
と
し
て

茶
会
を
企
画
し
、
当
山
客
殿
及
び
た
ち
ば
な

会
館
第
一
ホ
ー
ル
・
第
二
ホ
ー
ル
を
使
用
し
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一
て
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
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堂
脇
客
殿
　
　
　
　
表
千
家

二
席
　
煎
茶
席
　
　
会
館
二
階
和
室
　
　
　
習
軒
流

三
席
　
薄
茶
席
　
　
会
館
二
階
和
室
　
　
石
州
流

四
席
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礼
席
　
　
会
館
第
一
ホ
ー
ル
　
裏
千
家
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ル

以
上
の
内
容
で
実
施
致
し
ま
す
。
四
〇
〇
名
規
模
で

行
う
企
画
で
す
。
当
山
で
茶
会
を
行
う
の
は
二
回
目

で
す
が
、
こ
の
度
は
三
宅
島
の
子
供
達
を
支
援
す
る

趣
旨
で
も
あ
り
、
住
職
家
内
が
実
行
委
員
長
を
務
め

て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、
お
檀
家
及
び
橘
墓
苑
使
用

の
皆
様
に
は
、
是
非
、
ご
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
す
。
ご
参
加

戴
け
る
場
合
は
、
管
理
寺
務
所

に
お
茶
券
が
用
意
し
て
あ
り
ま

す
の
で
、
お
彼
岸
や
墓
参
の
新

り
、
管
理
寺
務
所
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
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得
意
満
面
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
、
一
般
に

「
有
頂
天
に
な
っ
て
い
る
」
と
言
い
ま
す
。
早

の
「
有
頂
天
」
と
は
ど
ん
な
意
味
で
し
ょ
う
か
。

仏
教
で
は
三
界
と
い
う
考
え
が
あ
り
ま
す
。
‘
‘
一

界
と
は
欲
界
（
本
能
と
欲
望
の
世
界
）
、
色
簒

（
欲
か
ら
離
れ
た
清
ら
か
な
世
界
）
、
無
色
簒

（
純
粋
な
精
神
世
界
）
　
の
こ
と
で
す
。
「
有
頂

天
」
と
は
、
色
界
の
｛
番
上
位
に
あ
る
、
「
亙

天
の
最
頂
上
」
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
世
界
で

す
。
つ
ま
り
、
か
な
り
高
い
所
に
あ
る
の
が
仏

教
で
説
く
、
「
有
頂
天
」
で
す
。
一
般
的
に
は
、

得
意
満
面
、
鼻
高
々
に
な
っ
た
状
態
を
呼
び
ま

す
。
我
々
人
間
は
欲
界
の
生
き
物
で
す
。
時
齢

調
子
に
乗
り
す
ぎ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
た
と

え
修
行
し
て
九
天
の
最
頂
上
に
登
っ
た
と
し
で

も
、
調
子
に
乗
り
す
ぎ
る
と
、
欲
界
に
こ
ろ
げ

落
ち
る
事
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
「
九
天
直
下
」

と
言
い
ま
す
。

　
最
近
の
世
相
を
見
る
に
、
努
力
し
て
折
角
、

色
界
の
地
位
を
手
に
入
れ
な
が
ら
、
「
有
頂
天
」

に
な
り
、
「
九
天
直
下
」
欲
界
に
落
ち
る
人
の

ぶ
’
数
多
く
見
ら
れ
る
の
は
残
念
な
事
で
す
。
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１
最
近
、
家
庭
で
、
両
親
や
祖
父
母
が
自
分
達

昔
か
ら
、
「
一
に
勤
行
、
二
に
掃
除
」
と
言
わ
れ
て
い
る
‐
‐
‐
人
生
体
験
か
ら
学
ん
だ
事
を
子
供
達
に
話
し

仏
壇
に
向
か
う
時
は
、
常
に
、
ご
本
尊
・
ご
先
祖
に
感
謝
の
１
１
１
じ
て
い
ま
す
。
子
供
達
が
年
長
者
の
語
る
事
を
、

精

神

修
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に
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よ
う
に
、
仏
壇
を
奇
麗
に
し
て
お
く
事
は
、
大
切
な
事
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
仏
様
や
ご
先
祖
が
７
１
１
”
、
先
祖
か
ら
の
良
い
家
風
や
先
祖
の
供
養
〃

祭
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
常
に
清
潔
に
し
て
お
く
事
は
、
気
持
ち
に
余
裕
が
な
い
と
中
々
出
来
一
つ
い
て
伝
え
た
り
す
る
等
、
精
神
世
界
の
伝

な
い
事
で
す
。
そ
う
考
え
る
と
仏
壇
の
清
掃
は
４
の
清
掃
に
繋
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
‐
‐
‐
が
著
し
く
欠
落
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
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気
持
ち
を
持
ち
、
４
を
込
め
て
合
掌
し
た
い
も
の
で
す
。
仏
壇
に
は
ご
本
尊
が
祭
ら
れ
て
い
る
‐
。
‐
う
る
さ
い
ど
言
っ
て
耳
を
貨
さ
な
い
現
代
の

と
同
時
に
自
分
の
先
祖
も
祭
ら
れ
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、
現
在
自
分
が
こ
の
世
に
あ
る
ル
ー
ツ
ー
向
に
よ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
社
会
の

が
仏
壇
に
あ
る
と
言
え
ま
す
。
仏
壇
へ
の
お
参
り
は
、
仏
教
修
行
の
第
一
歩
で
あ
り
、

養
で
も
あ
る
と
言
え
ま
す
。

毎
日
の
供
養
は
な
お
ざ
り
に
な
り
が
ち
で
す
。
二
十
一
世
紀
こ
そ
精
神
が
大
切
で
す
。
仏
壇
に

　
　
合
掌
・
礼
拝
し
、
朝
、
一
日
の
無
事
を
祈
り
、
夕
方
、
一
日
の
無
事
を
感
謝
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
一
を
中
Ｑ
と
し
た
仏
事
に
つ
い
て
も
共
通
し
た
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識
を
持
た
れ
る
よ
う
希
望
致
し
ま
す
。
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